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大 洲 民大 洲 民大 洲 民大 洲 民 報報報報    2017 年 11 月 26 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 
国政私物化 安倍政権と対決 転換求める 

日本共産党の志位和夫委員長は２１日、衆院本会議で代表質問に立ち、森友・加計疑

惑、北朝鮮問題など、総選挙で問われた焦点で安倍晋三首相の姿勢をただすとともに、

日本共産党の抜本的な対案を示しました。 

 志位氏は、国有地が８億円も値引きされタダ同然で売却された森友疑惑をめぐり、

財務省職員から森友学園に値引きを提案している音声データが発覚したことに言及。首

相夫人の昭恵氏が売却交渉時に同学園の名誉校長だったこともあげ、同省職員と昭恵氏

の証人喚問を求めました。 

加計疑惑では、同学園の獣医学部新設へのヤマ場の時期に、民間の一学園の理事長で

ある加計孝太郎氏が当時の関係３大臣と直接面談し、学部新設の話をしていたと指摘

し、加計氏が「腹心の友」である安倍首相の名を語って行政に働きかけた事実はあるの

かと追及。安倍首相は、志位氏の質問にまともな答弁ができず、昭恵氏らや加計氏の証

人喚問は「国会で決める」として逃げました。 

志位氏は、北朝鮮の核・ミサイル開発を厳しく非難すると同時に、経済制裁の強化と

一体に「対話による平和的解決」をはかることこそ唯一の解決策だと述べました。「対

話否定論」を繰り返し、先制的な軍事力行使をも「選択肢」に含める米国政府の立場を

支持する安倍首相に対し、「万一、米国が先制攻撃に踏み切ったら、何十万、何百万も

の人命が最初の数日間の戦闘で失われるという強い警告がされている。先制的な軍事力

行使は絶対にやるべきではないと提起すべきだ」と迫りました。安倍首相は質問に答え

ず、「米国の今後の対応を予断することは差し控えるが緊密に連携していく」などと述

べました。 

志位氏は暮らしの問題で、経団連が総選挙翌日に求めた「国民の痛みを伴う改革」の

“号令”に呼応するように政府の審議会が医療・介護・生活保護などの給付削減を打ち

出していることを示し、「『社会保障制度を全世代型に転換する』というが、全世代に対

する社会保障切り捨てにほかならない」と告発。さらに、消費税増税を法人税減税とセ

ットで提案している経団連の提言はあまりに身勝手であり、消費税１０％大増税の中

止、大企業・富裕層に応分の負担を求める税制改革が必要だと述べました。 

志位氏は、総選挙で辺野古新基地反対の民意がはっきり示されたにもかかわらず、２

週間後に新たな護岸工事に着手した政府の暴挙を批判。米軍ヘリの炎上・大破事故で日

本の警察が立ち入り調査すらできない屈辱的な現状を示し、日米地位協定の抜本見直し

を迫りました。 

志位氏は、憲法９条に自衛隊を明記する改憲で「９条２項（戦力不保持）は空文化＝

死文化し、海外での武力行使が無制限に可能になるのではないか」とただしました。安

倍首相は根拠も示さず「自衛隊の任務や権限に変更が生じることはない」としました。 

志位氏は「いま日本に求められているのは、憲法を変えることではなく、憲法をきち

んと守る政治を取り戻すことだ」と表明しました。 

「農業者戸別所得制度」の復活を求める請願が 

大洲市議会に出されました 

 国民の食料と健康を守る愛媛県連絡会から「農業者戸別所得制度」の復活

を求める請願が大洲市議会に出されました。以下の内容について大洲市に対

しても積極的に取り組むよう要請されています。１２月議会で審議される予

定です。 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

「米の直接支払い交付金」は民主党政権時「農業者戸別所得保障制度」と

して１０㌃当たり１５，０００円が交付されていました。安倍・自公政権は

７５００円に半減、２０１８年に廃止を決定しました。２０ヘクタール当た

り、主食用米生産で１５０万円も減収になります。これでは米作りは続けら

れません。 

また、日本の食糧自給率は 38％（2016

年・カロリー換算）とまた下がりました。こ

れは史上２番目の低さです。貿易自由化のも

とで農産物の市場開放を進める一方、個別所

得保障などの農業の下支え制度を解体して、

家族的・地域農業をつぶしてきた結果です。

ちょっとした天候異変でパニックが起こり

かねない状況に置かれています。           

  


